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１．下高井戸商店街との共働



下高井戸商店街との交流の軌跡

平成12年
中川町商工会青年部が研修会を開催
その時の講師に下高井戸商店街を紹介される

平成13年3月
下高井戸商店街から3月の「しもたか大さくらまつり」に招待される
当時の町長・観光協会長らが初めて世田谷区下高井戸を訪問

このことをきっかけに、双方での交流が始まる
・中川町からはさくらまつりや区民祭りへの出店
・下高井戸商店街からは中川町モニターツアーへの参加 など



平成16年4月 下高井戸さくら祭り

平成18年10月 中川町視察



「ナカガワのナカガワ」の誕生

平成28年10月

地方創生推進交付金（現：デジタル田園都市国家構想交付金）の補助を
受けて、下高井戸商店街の空き店舗を改装し、中川町の特産品販売や観
光情報を提供するサテライトスペース「ナカガワのナカガワ」を開設

同時に、

「中川町交流情報発信拠点施設運営協議会」が下高井戸商店街、日本大
学文理学部、世田谷区、中川町の４者で発足される

→都市から地方への人の流れを促進することを目的とする



平成29年10月14日
オープン１周年記念イベントの様子



２．日本大学文理学部との共働



中川町の地域再生に向けてのプロジェクト

●平成29年9月15日～19日（4泊5日）
調査内容：なかがわ秋味祭りの参加者意識調査

エコミュージアムセンターの利用実態
→教員・学生合わせて10名が参加し、合同野外実習を実施した

●平成30年8月２日～６日（4泊5日）
調査内容：化石を活用した地域づくりの可能性

空き家の少ないまちづくり
→14名の参加（うち前年からの継続メンバー６名）

平成29年度～30年度
日大文理学部地理学科の佐野充教授（地域環境政策研究室）の指導の下、
『北海道中川町の“地域資源を活用した地域づくりの可能性”』をテーマ
に調査研究が行われた



平成29年9月 秋味祭りにて

平成30年8月 聞き取り調査の様子



中川ｄｅ地方創生シンポジウム

日本大学文理学部地理学科調査報告によれば、
・地域づくりは地域が主体となって中長期的に実践されるもの
・地域の状況によって取り組みの内容を適宜見直すことが必要

H29～30に行われた調査研究の成果は「北海道中川町の地域再生に向け
てのプロジェクト『地域資源を活用した地域づくりの可能性』」
（2019.01）としてまとめられた

平成31年2月4日
地方版総合戦略「中川町まち・ひと・しごと創生総合戦略（平成27年～
平成31年）」の総括、及び次期総合戦略に向けた「中川町de地方創生シ
ンポジウム」が開催され、学生・指導教員による研究発表が行われた



平成31年2月4日
なかがわｄｅ地方創生
シンポジウム



【依頼】
→高橋補佐

日本大学文理学部との相互連携・
協力に関する包括協定

令和２年度
日大文理学部との交流の在り方を模索
→コロナ禍による中断、休止が相次いだ

令和３年６月22日
交流事業の活性化を目的として、「中川町と日本大学文理学部との相互
連携・協力に関する包括協定」を締結した（WEB中継での調印式）

協定による主な成果
・中川町のまちづくりに関する調査研究への助成事業（R4～）
・地域再生プロジェクト派遣団の受け入れ（令和4年8月23日～26日）
・中川町の中学生が校外学習で大学を訪問（令和4年10月5日）



令和3年6月22日



令和4年8月
地域再生プロジェクト派遣団

令和4年10月
中川町の中学生が大学を訪問



人と自然の共生による地域づくり

令和5年9月13日～16日（3泊4日）

前述の研究費助成を受けて、総合研究「北海道中川町における人と自然の
共生による地域づくり」が行われ、日本大学文理学部の学生20名と指導教
員2名の計22名が参加した

主な研究テーマ
・空き家の現状と活用
・まちづくりの方向性
・化石資源活用の実態調査
・観光業への取り組みとその課題

H29年度以降の研究成果の蓄積→中川町の地域づくりに関する研究が深化
幅広いテーマについて総合的な調査が行われるようになった



令和5年9月
総合研究の様子



中川町のこれから

【依頼】
→高橋補佐



持続可能な地域づくりに向けて

全国の多くの自治体と同じく、中川町も基幹産業の衰退や人口減少、高
齢化といった問題に直面している
→過疎化の急速な進行により消滅可能性が叫ばれる自治体も

自治体の財政難によりハード面での開発路線は厳しいことから、地域資
源を活用したまちづくり・地域づくりが全国的なトレンドに

中川町と下高井戸商店街とのつながりは、世田谷区、日本大学文理学部
との交流へと拡大した
→地域外からの人材、関係人口の増加をもたらした

地域の魅力を発信し続けること → 新たなつながりを創出
地方への人の流れをつくるスキームの確立 → 地域の持続可能性



Minami-Shinshu Toyooka Marche

地域課題解決に向けた

地域商社設立及び観光

事業構築の取り組み

2024年７月9日

長野県 豊丘村

道の駅 南信州とよおかマルシェ

Toyooka-Tabijikan

豊丘村観光拠点施設 とよおか旅時間



豊丘村の概要

長野県

豊丘村

⚫ 人口・世帯数 R6.1.1現在
6,567人 2,238世帯（住民基本台帳）
※高齢化率33.5％
※人口は平成12年頃から減少傾向
※H26比較 6,970人→6,567人（△403人・△5.8％）

⚫ 地 勢
面積：76.79k㎡ 標高：425ｍ（役場所在地）
中央アルプスと南アルプスからなる伊那谷の
南部、天竜川が形成した日本一とうたわれる
河岸段丘に位置する。

豊丘村の概要 地域課題 観光拠点 役割の分散地域商社



⚫ リニア中央新幹線

2027年に開業予定
長野県駅（飯田市）まで
は10分程度。

⚫ 三遠南信自動車道

飯田市（中央自動車道）と
浜松市（東名高速道路）を
結ぶの自動車道。近い
将来の全線開通が予定さ
れている。

⚫ これらの効果を豊丘村
や地域に波及させるこ
とを見据えた地域づく
りが必要とされている。

豊丘村の概要

リニア中央新幹線

三遠南信自動車道

豊丘村の概要 地域課題 観光拠点 役割の分散地域商社



⚫まつたけ
味、香り、収穫量ともに日本一

⚫りんご
長い日照時間と大きな寒暖差で味が濃い

⚫市田柿（干し柿）

南信州が誇る高級干し柿ブランド

豊丘村の概要
豊丘村の概要 地域課題 観光拠点 役割の分散地域商社



中山間地域集落

地域課題① 豊丘村における集落維持

○ 急激な人口減少と高齢化により中山間地域は限界集落化が危惧

○ 交通弱者が安心して暮らすための交通環境の整備が緊要

○ 住民生活に必要な店舗 スーパーが１軒しかない

豊丘村の課題

住 民 の
潜 在 的
不 安

堀越320人→238人（△82人・△25.6％）

佐原209人→145人（△64人・△30.6％） 高齢化率56.0％

福島192人→157人（△35人・△18.2％）

壬生沢216人→154人（△62人・△28.7％）

長沢71人→58人（△13人・△18.3％）

数値：H26人口→R6人口

豊丘村の概要 地域課題 観光拠点 役割の分散地域商社
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地域課題② 基幹産業「農業」の衰退 ⇒ 地域経済の縮小

○高齢化と農作物の価格低下 ⇒ 農業従事者の減少 経営耕作面積が減少

○７割の農家に後継者がいない ⇒ 農業従事者が半減することが危惧される

豊丘村の課題
豊丘村の概要 地域課題 観光拠点 役割の分散地域商社



道の駅を核とした課題解決

豊丘村住 民

地域商社
豊かな丘

道の駅

出資

【 地 域 課 題 】
地域衰退・農業衰退

小さな拠点
農業振興
運 営 地域課題

解 決
住民益の
向 上

①

②

③

出資

施設建設

第三セクター

豊丘村の概要 地域課題 観光拠点 役割の分散地域商社



「道の駅 南信州とよおかマルシェ」

道の駅を核とした課題解決

設 置 者：豊丘村
開 業：平成30（2018）年4月27日
総事業費：9億9, 200万円

国庫補助 4億2,454万円
地方債 3億4,000万円
一般財源 2億2,746万円

敷地面積：10,076㎡
延床面積：3,517㎡
駐車場数：普通車120台 大型車7台 身障者5台
運営会社：指定管理

株式会社豊かな丘（第三セクター）
従業員数：約40人（パートタイム含む）
来駅者数：1,014,000人（R4年6月～R5年5月）

豊丘村の概要 地域課題 観光拠点 役割の分散地域商社



中山間地域集落

道の駅
村営バス等発着所

農家レストラン
屋根付広場

農産物加工施設
農産物直売所

スーパー

中央保育園

屋内スポーツ施設

マレットゴルフ場

介護予防拠点施設

小さな拠点

道の駅を中心に生活を支える拠点を形成

○ 住民が安心して暮らせるために「道の駅」を中心に生活を支える拠点を形成

○ 日常生活に必要なスーパーを道の駅に移転整備（地方創生拠点整備交付金活用）

○ 観光による誘客を増大させるため観光拠点施設を整備

観光拠点施設

地域課題①の解決策 道の駅を核とした小さな拠点

豊丘村の概要 地域課題 観光拠点 役割の分散地域商社



②介護予防拠点施設

①南小学校

観光拠点施設⑤

道の駅を核とした小さな拠点イメージ

屋内スポーツ施設③

中央保育園④

マレットゴルフ場⑥

地域課題①の解決策 道の駅を核とした小さな拠点

道の駅 南信州とよおかマルシェ
●㈱豊かな丘 ：指定管理を受け道の駅を運営 第三セクター
●農産物直売所 ：地元農産物の販売により農家の所得向上・販路拡大
●農家レストラン：地域食材を活用した菜園ビュッフェレストラン
●農産物加工施設：地元農産物の付加価値を高める
●イベント広場 ：住民のコミュニティスペース
●スーパー ：住民の日常生活を支える日用品店
●バス発着所 ：コミュニティバス等により住民の交通を確保

豊丘村の概要 地域課題 観光拠点 役割の分散地域商社



観光拠点
施 設

マレット
ゴルフ場

介護予防
拠点施設

取組② 道の駅を中心に交通ネットワークを形成

○ 「道の駅」と村内集落を村営バス等の交通手段で結び生活圏を形成

○ 近隣町村のコミュニティバスと結節するハブ機能を整備

○村営バス
○無料送迎バス
○福祉タクシー

近 隣 町 村 と 結 節
ハ ブ 機 能

近隣町村の総合病院、
ＪＲ駅、乗合バス停
と接続

地域課題①の解決策 道の駅を核とした小さな拠点

小さな拠点

保 育 園

屋 内
スポーツ
施 設

集落

集落

集落

集落

集落

村 内 交 通
ネ ッ ト ワ ー ク

高 森 町

喬 木 村

「道の駅」

農産物直売所
農家レストラン
農産物加工施設
屋根付広場
スーパー

豊丘村の概要 地域課題 観光拠点 役割の分散地域商社



高森町

喬木村

総合病院● ●広域バス停
（飯田市立病院行き）

道の駅 南信州とよおかマルシェ

●JR市田駅

小さな拠点

集落生活圏

道の駅を核とした小さな拠点イメージ

中山間地域集落

南アルプス
伊那山脈

天竜川

コミュニティバス等により
交通手段を確保

地域課題①の解決策 道の駅を核とした小さな拠点

堀越

長沢
佐原

福島

壬生沢

豊丘村の概要 地域課題 観光拠点 役割の分散地域商社



優れた地域資源を活かしたい

①農産物 りんご・もも・市田柿・野菜など

②農産物加工技術 漬物・アップルパイなど

③農業体験観光

桃狩り観光・りんごオーナーなど

地域課題②の解決策 ６次産業化による地域再生

豊丘村の概要 地域課題 観光拠点 役割の分散地域商社



｜｜農産物直売所｜｜
「南信州の台所」地元の農産物、農産加工品が集まる

道の駅 南信州とよおかマルシェ
豊丘村の概要 地域課題 観光拠点 役割の分散地域商社



｜｜農産物手づくり加工｜｜
「村のかあちゃん」が地元農産物を手づくり加工

豊丘村産の農産物でつくる漬物各種 豊丘村名産のりんごを使った「林檎の産地のアップルパイ」

道の駅 南信州とよおかマルシェ
豊丘村の概要 地域課題 観光拠点 役割の分散地域商社



｜｜農産物手づくり加工｜｜
「村のかあちゃん」が地元農産物を手づくり加工

豊丘村産の農産物でつくるジュース 豊丘村産の農産物でつくるジャム

道の駅 南信州とよおかマルシェ
豊丘村の概要 地域課題 観光拠点 役割の分散地域商社



｜｜お惣菜｜｜
地元農産物にこだわった手づくり惣菜

道の駅 南信州とよおかマルシェ
豊丘村の概要 地域課題 観光拠点 役割の分散地域商社



｜｜手づくり焼き立てパン｜｜
国産小麦100％ 地元農産物がマッチする

とうものろこしパン 地元農産物を具材に使ったパンが並ぶ 安心安全 国産小麦100％ 生地から手づくりの食パン

道の駅 南信州とよおかマルシェ
豊丘村の概要 地域課題 観光拠点 役割の分散地域商社



｜｜ソフト＆ジェラート｜｜
南信州ソフトクリーム＆手づくりジェラート

地元牛乳100％ソフトクリーム 地元農産物を使った手づくりジェラート

道の駅 南信州とよおかマルシェ
豊丘村の概要 地域課題 観光拠点 役割の分散地域商社



「モノ売り」で解決＝道の駅 南信州とよおかマルシェ

地域課題②の解決策 ６次産業化による地域再生

農家の販路拡大と所得向上 農産物直売所

農産物の付加価値の向上 農産物加工販売施設

（惣菜・パン・ジェラート）

豊丘村の概要 地域課題 観光拠点 役割の分散地域商社

「コト・ヒト・トキ売り」で解決
＝豊丘村観光拠点施設 とよおか旅時間

農業体験観光の展開 観光案内所・屋根付休憩広場

とよおか旅時間

地域商社「株式会社 豊かな丘」と観光拠点施設
「とよおか旅時間」の２拠点で「モノ・コト・
ヒト・トキ」事業を展開し、農産物の価値上げ



豊丘村観光拠点施設「とよおか旅時間」

豊丘村観光拠点施設 とよおか旅時間

設 置 者：豊丘村
開 業：令和2年（2020）

5月8日
事 業：観光案内

観光事業者受託事業
観光協会自主事業
農業観光
レンタサイクル事業
農家レストラン事業

管 理：豊丘村産業振興課
観光振興係

運 営：一般社団法人
豊丘村観光協会

従業員数：約20人
（役場職員・パートタイム含む）

豊丘村の概要 地域課題 観光拠点 役割の分散地域商社

これまで「とよおかマルシェ」が全てを
担っていたものの、「モノ」と「コト」で
はそもそもターゲットが違う。
そこで誕生したのが「とよおか旅時間」
豊丘村で「遊ばせる」を目的に。



レンタサイクル

竹の子狩りりんごの木オーナー園

サイクリングガイドツアー

｜｜観光拠点の取り組み｜｜ 体験事業による価値の向上と滞在時間の延長

豊丘村観光拠点施設 とよおか旅時間
豊丘村の概要 地域課題 観光拠点 役割の分散地域商社

桃狩り

野菜狩り



｜｜農家レストラン｜｜
地元の野菜や果物で彩られたビュッフェレストラン

ベジフルキッチンを支える地元生産者さん

豊丘村観光拠点施設 とよおか旅時間

採れたて地元農産物を使ったメニュー

豊丘村の概要 地域課題 観光拠点 役割の分散地域商社



地 域
振 興

お土産や食材が買いたい

２つのターゲットを役割分散
豊丘村の概要 地域課題 観光拠点 役割の分散地域商社

フィールドで遊びたい

連 携

お客様の「満足」を2拠点でターゲットに合わせて
補完し、農産物の価値を両輪で上げていく取組み

日常 非日常



地 域
振 興

ご清聴ありがとうございました

長野県 豊丘村



群馬県川場村

©2024 Kawaba village All Rights Reserved

群馬県川場村

川場村長 外山 京太郎

新拠点（庁舎及び小中一貫校）整備
による地域づくりと跡地利用について

令和６年７月９日



群馬県川場村

©2024 Kawaba village All Rights Reserved

川場村の地勢

○ 位置 群馬県の北部地域に位置し、日本百名山のひとつ
武尊山の南麓に位置する。

○ 面積 総面積８５.２５ｋ㎡
その内、森林が８６.５％（うち国有林５５％）、
耕地が７％を占める自然豊かな農山村である。

○ 人口 ３,４８５人（２０２０年国勢調査）
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群馬県川場村

©2024 Kawaba village All Rights Reserved

○ 産業 基幹産業は、農業
・米（川場産コシヒカリをブランド化（雪ほたか））
・こんにゃく（全国生産の９割以上を群馬県内で生産）
・りんご（ふじ、ぐんま名月、ｽﾘﾑﾚｯﾄﾞ、陽光etc.）

・日本酒（２件の酒蔵が有り）
・その他、ヨーグルト・チーズ・地ビールも大人気

○ 交通 上越新幹線 上毛高原駅から車で４０分
JR上越線沼田駅から車で２５分
関越自動車道沼田ICから車で１０分
東京都世田谷区からは約二時間半

○ 河川 武尊山を源とする４本の一級河川
武尊山の伏流水が湧水となり村に恵みをもたらす。



群馬県川場村

©2024 Kawaba village All Rights Reserved

１

１．目的と多機能性
・ 村の情報発信拠点機能
・ 村民相互、来村者との交流・情報交換の場
・ 農産物の消費拡大
・ 地場産品の開発、ＰＲ、消費拡大と流通促進
・ 就業の機会の拡大
・ 来訪者の購買ニーズへの対応と飲食の提供
・ 村内消費の拡大
・ 災害時避難施設機能

２．事業規模
・当初整備期間 平成４年度 ～ 平成１０年度
グランドオープン 平成１０年
・敷地面積 ６０,０００㎡
・事業費用 ３１億４千万円

3．表彰等

・2014 国土交通省 全国道の駅 全国モデル選定
・2015 第七回観光庁官賞表彰
・2022～2023 「じゃらん」全国道の駅グランプリ第1位

道の駅田園プラザ川場全景

ファーマーズマーケット

田園プラザ事業



群馬県川場村
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川場村役場 新庁舎
kawaba BASE

２０２３年１０月29日落成式
２０２３年１１月 6日 開 庁



群馬県川場村

©2024 Kawaba village All Rights Reserved

２０２３年１０月２９日 新庁舎落成式



群馬県川場村
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群馬県川場村

©2024 Kawaba village All Rights Reserved



群馬県川場村
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群馬県川場村
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群馬県川場村
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２０２４年３月23日には新庁舎で移住促進イベントを開催



群馬県川場村

©2024 Kawaba village All Rights Reserved

２０２５年４月、小中一貫の義務教育学校「川場学園」 の開校に伴い
閉校となる現在の川場中学校の跡地利用を議論するため、
村民有志、慶応大学教授らと「川場未来構想会議」を組織し、
現在、新たな利活用方法を検討中

川場中学校の跡地利用について

川場中学校 外観 川場未来構想会議メンバー



群馬県川場村
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学校ならではの音楽室、図書館、体育館などの機能をそのまま活用し、新たな拠点を創設していく。
また、川場村は自然災害が極めて少ない地域であるため、
災害時の備えという観点からも他自治体との連携を見据えつつ中学校跡地の利活用を検討したい。

中学校全景

音楽室 教室 体育館



群馬県川場村

©2024 Kawaba village All Rights Reserved

ご静聴ありがとうございました。



教育総合センターを
拠点とした
地域連携

世田谷区立教育総合センター長
宇都宮 聡



世田谷区はこんな自治体です

面積 58.05㎢

地形 多摩川沿い国分寺崖線の

南西側は低地、北東側は台地

仙川や野川など多くの河川が暗きょ

上部を緑道としている

鉄道 私鉄3社7路線が乗り入れ

（JRはナシ、東横線は駅ナシ）

主な商業地

三軒茶屋駅周辺

下北沢駅周辺（地名は北沢）

二子玉川駅周辺（地名は玉川）

概況 人口は920,596人
（住民基本台帳、令和6年4月1日）
区内＋隣接に17大学



世田谷区の「地域行政」とは
面積が広く、人口の多い世田谷区では区民に身近な区役所とするため区域を
分けて事務を行っている。
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5つの「地域」に
総合支所があります。

28の「地区」に
まちづくりセンターが
あります。



教育総合センター
とは

教育総合センターは世田谷の教
育を新しい時代に必要な教育へ
と転換していく中心的役割を果
たす。

１ 教育の質の転換

２ 乳幼児期の教育・保育支援

３ 地域社会との連携推進



教育総合
センター
施設マップ

ホームページ インスタグラム

若林小学校児童作成の施設紹介動画（YouTube）



教育総合センターが目指すもの

各学校、教育委員会、区長部局の施策

目指す子ども、教員、学校像

目指すせたがやのまち

最上位目標を

見据えて考える

子どもが生き抜く勇気と
自信をつけられるまち

＝



まち全体を学びの場に

幼稚園・保育園 小学校 中学校 高校 大学

育てたい子ども・学生像の共有 地域・企業が
必要とする人材

商店街、事業者、地域団体



せたがやで出会う

「子どもが

〇〇に出会えるまち」

ex.遊び、学び、大人、仕事



事業推進担当課
教育相談課

支援教育課

乳幼児教育・保育支援課

教育研究・ICT推進課

学校教育
教育研究・研修
不登校支援
特別支援教育
乳幼児教育

政策研究・調査課
研修担当課

大学
企業

町会・自治会
商店街・事業所

官民連携・行政手法改革担当課
市民活動推進課
商業課

教
育
委
員
会

区
長
部
局

教育総合センターの体制

子どもの学びと育ちを地域で支えるための



泥遊びと洗濯講座
洗
濯
講
座
は
10
名
参
加

事例



学生の活躍推進（教育総合センターメッセ）

【参画大学】
国士舘大学 駒澤大学
成城大学 テンプル大学ジャパンキャンパス
東京医療保健大学 日本女子体育大学



STEAM
教育講座

東京学芸大学附属高等学校の生徒によるスーパーサイエンス教室 STEAM教育指導員による講座



子どもと地域
の協働

地域・大学・教育委員会との話し合い



北海道中川町との交流

松沢小1、2年生が北海道中川町より講師を迎え作成。
コースターの材料は中川町のミズナラ。
キーホルダーは中川町の鹿の角を使用。



群馬県川場村との交流
ふじやまビレジ・なかのビレジ（宿泊施設；1986年オープン）

小学五年生の移動教室や家族での保養、村民との交流などで利用

移動教室

こども里山自然学校（夏、冬）



山形県舟形町との交流

舟形町⇔
代沢小学校・山崎小学校
代沢小学校・山崎小学校は舟形町の舟形
小学校と交流事業をしています。夏は代沢・
山崎小学校の児童が舟形町で川遊びや鮎つ
かみを体験し、グループに分かれて一緒に宿
泊します。秋は舟形小学校の児童が世田谷
区でホームステイ、子ども向け職業体験、東
京観光などを行っています。



新潟県十日町市との交流
新年子どもまつり



教育総合セン
ターの取組み
の成果と
未来を生きる
子どもたちに
身に付けたい
力

世田谷区は地域資源に恵まれているがコロナ禍
により関係性が希薄化

⇒センター開設を契機に、今の時代に合った形
でコミュニティを再創出、世田谷区全体へ波及

「子どものためなら」の共有、共感を協働へ

⇒部局横断で地域資源とつなぎ、思いを

形にできる場所と役割を担う

非認知能力

・自己認識 ・意欲 ・忍耐力

・想像力・セルフコントロール

・メタ認知 ・社会的能力 ・対応力



森林や雪など各自治体では当た
り前の資源も世田谷区には貴重
で魅力的。

• 世田谷区の子どもたちに各自治体の資源を活かし
た体験を創出できるのでは。

• こうした体験等を通し自治体の魅力を知ってもら
うことが関係人口、将来需要の掘り起こしにつな
がることも考えられる。

教育総合センターと各自治体との連携（展望）



ご清聴
ありがとう
ございました

世田谷区
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